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問い合わせ　水道課　☎22-0587

令和5年度　水道事業　業務の概況
地方公営企業法第40条の2の規定に基づいて、令和５年度阿南市水道事業経営の
業務概況について公表します。 令和６年11月1日　阿南市長　岩佐　義弘

収益
14億
2,151万円

費用
11億
8,545万円

給水収益
12億

3,402万円

加入金収益
2,124万円

その他　1億6,625万円

純利益
2億

3,606万円原水及び浄水費
1億9,806万円

配水及び給水費
1億3,914万円

受託工事費
475万円

総係費
1億5,670万円

減価償却費
5億4,889万円

支払利息
8,054万円

その他　5,737万円

■収益と費用 （税抜）

■貸借対照表 （税抜）

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額
固 定 資 産 136億5,872万円 固 定 負 債 51億1,815万円
（有形固定資産） 136億5,847万円 企 業 債 51億1,815万円
土 地 3億7,604万円 流 動 負 債 9億8,231万円
建 物 5億1,419万円 企 業 債 4億9,438万円
構 築 物 112億9,235万円 営業未払金 8,005万円
機械及び装置 5億3,647万円 その他未払金 3億7,643万円
車両及び運搬具 413万円 前 受 金 870万円
工具器具及び備品 1,366万円 賞与引当金等 1,102万円
建設仮勘定 9億2,163万円 その他流動負債 1,173万円
（無形固定資産） 25万円 繰 延 収 益 31億8,681万円
電話施設利用権 14万円 長期前受金 31億8,681万円
ソフトウェア使用権 11万円 資 本 金 42億7,687万円
流 動 資 産 25億8,442万円 資 本 金 42億7,687万円
現 金 預 金 20億6,819万円 剰 余 金 26億7,900万円
営業未収金 1億9,643万円 資本剰余金 6億4,493万円
営業外未収金 1,311万円 利益剰余金 20億3,407万円
その他未収金 559万円 負債・資本合計 162億4,314万円
貸倒引当金 △165万円
貯 蔵 品 3,399万円
前 払 金 2億6,876万円
資 産 合 計 162億4,314万円

水道事業は、「安全・安心」でおいしい水を、
「安定的」に供給することを最大の使命とし
て、現在、老朽化した水道施設の更新や南
海トラフ巨大地震などの災害時に備えた耐
震化対策を計画的に取り組んできました。
また、水道料金の収納等に関する業務を民
間の専門事業者に委託、施設の統合監視
において、民間事業者が提供するシステム
を利用するなど、民間事業者の有するノウ
ハウ・資産を最大限活用することにより、可
能な限り運営費コストの節減を図り、効率
的な水道事業運営を行ってきました。
さらに、財政面においては水道料金などの
安定した収入確保（令和５年度現年　水道
料金の収納率99.5３％）や国の交付金およ
び企業債の活用等による財源確保を行う
など、健全経営の確保・持続に努めてまい
りました。
今後においては、「阿南市新水道ビジョン 
2022▶2028」に掲げる【安全】【強靭】【持
続】を基本理念とし、適切な水質管理、災
害に強い施設整備、経営効率化や安定化
に努め、持続可能な水道事業を推進してま
いります。

　水道事業の公表に当たって

■業務概況
給 水 戸 数 30,239（戸）
給 水 人 口 64,921（人）
年 間 有 収 水 量 8,274,648（㎥）
一日平均有収水量 22,608（㎥）
一般用有収水量 7,352,190（㎥）
業務用有収水量 911,210（㎥）
湯屋用有収水量 3,922（㎥）
その他有収水量 7,326（㎥）




